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いくつかの初期の考え…

• ラダーを活用すれば、あなたはリーダーになれる

• 洞察力は後知恵よりも遠くへ連れて行ってくれる

• その場で修正する準備を

振付の目標

• 振付の目標は通常、以下のいずれかの形態をとる：

• フローモジュール／同等の

• ゲットイン／アウトの取得

• シンギングコールフィギア

シンギングコールフィギア - 本当に？

• はい。

• 「シンギングコールでできるまで、本当にはわからない」

• アイスクリーム対ホットファッジサンデー

• コーラーの判断

最終目標を設定しよう…

• ヘッズ・プラマネード 1/2

• ヘッズ・パス・ジ・オーシャン

• ディキシースタイルでウェイブ・フォーメーションへ

• スプリットサーキュレート

• [Courtesy Turn] - Courtesy TurnとボーイたちのUターンバック

• ディキシースタイルからウェイブ・フォーメーションへ

• [全員クロスラン] - センタークロスラン、センタートレード

• スクエア・スルー3

• アレマンドレフト、プラマネード
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コーリング技術

分解して構築する JMLセッション #6

プレゼンテーションの目標

• 望ましい結果から逆算して取り組む方法

• チャレンジ分析のための振付解析

• 多様性と反復を同時に実現する方法
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「ダブルトラックで」 では、どうやって始めればいい？ -

• 下から始めて、上に向かって進んでいきましょう。

• はしごの頂上が届かない場合は、小さな要素を活用する準備をしておこう

• 全員が全ての役割を学べるようにすること

STEP 6 - 左側

• **左タッチ1/4

• レフトスィングスルー

• おそらく最もよく耳にする

• リードレフト

• ビアライト – BTL（通常、カップル）

• SS – レフトスクエアスルー
• ALで終了

• SS – スライドスルー – レフトスクエアスルー3

ステップ5 - 分裂サーキュレート

• **左利き用ボックスでのSplit/Box Circulate

• 右手を取ったボックス

• 最も慣れ親しんだ

• 左手を取ったボックス

• 右利きボックスからのポジティブ・トランスファー

7 8
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11 12

冗談でしょ…

• いや、そうじゃないんだ

• この目標について少し背景を説明すると

• あなたの目標は常に異なるものになる

• パターンではなくプロセスを

課題点は何か？ 優先順位の高い順に

ヘッズ・プラマネード 1/2

ヘッズ・パス・ジ・オーシャン

ディキシースタイルでウェイブ・

フォーメーションに乗る

スプリットサーキュレート

Courtesy Turn

ディキシースタイルでウェイブ・

フォーメーションへ

全員クロスラン

スクエア・スルー3

アレマンドレフト

1) クォータータグからのディキシースタイル

• オーシャンウェーブルールと「ダブルトラック上」

2) オーシャンウェーブ・ル

ール

• 主に限定された種類

3) Courtesy Turn
• 左手を取ったウェーブ・フォーメーションとは異なる感覚

4) 全員クロスラン

• ほとんど聞かれない - まったく聞かれ

ない場合もある

5) スプリットサーキュレート

• 使用頻度の低いコール

6) 左手／肩／方向の使用

• キー流れファクター2回
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ステップ3 - 全員横断走

• 左手を取ったオーシャンウェーブ

• ハーフ・サシェイ・右側 二面ライン

ステップ2 - オーシャンウェーブルール

• 平行オーシャンウェーブからのスクエアスルー

• タイダルウェーブ

• 「スイングスルー – スピン・ザ・トップ – RLT」

ステップ1A - ダブルトラックで

• **OTDTコンセプトの導入／確認

• 男女順序が重要になる

• 補助語句 – 「女性が先導」

ステップ1B - ダブルトラック上

• **クォーター・タグ・フォーメーションの導入

• 先頭は女性

• 男女同数で開始を容易にする

STEP 1C - ダブルトラック
• ***性別による制約を解除

• ボーイのみ→男女混合へ移行

ヘッズ・パス・ジ・オーシャン

centers square thru 3

左に四分の一回転

スプリットサーキュレート

Courtesy Turn

スライドスルー＆パス・ジ・オーシャン

ガール トレイド

スクエア・スルー3

パートナー交換とパス・ジ・オーシャン

スイングスルーとスピン・ザ・トップ

スライドスルーとアレマンドレフト

ヘッズをパス・ジ・オーシャンし 伸ばす

スイングスルーとボーイラン

列をタッチ

クローバーリーフ

「ダブルトラックで」 - ディキシースタイルでウェイブ・フォーメーショ
ンへ
ボーイたちの交換

全員クロスラン

スプリットサーキュレート

センターズ・トレード

ボーイ・フォールド

「ダブルトラックで」 - ウェイブ・フォーメーションへのディキシースタ
イル
ボーイ トレイド

アレマンドレフト

プラマネード・ホーム

ヘッズ通過と分離、1人ずつ列へ

 パススルー・ウィールアンドデール
 ガールズ・スイング・スルー  

ディキシースタイルでウェイブ・フォーメーションへ

ボーイ トレイド

ヒンジ

スプリットサーキュレート

Courtesy Turn

ハーフ・オブ・ア・ハーフ・サシェイ

ガール・スイング・スルー

ディキシースタイルからウェイブ・フォーメーションへ

全員クロスラン

リサイクル＆スライドスルー

パススルー・ウィールアンドデール

ダブルパススルーとリーダーズトレード

センターは内側に向き、そうすれば家に着くはず

ヘッズパススルーと分離して1列に

パス・スルーとライン・アウトのタグ付け

ウィールアンドデールとボーイのスイング・スルー

ディキシースタイルでウェイブ・フォーメーションに乗る

チェインダウンザライン

パス・ジ・オーシャンとヒンジ

センター交換とセンター走

ferris wheelとボーイたちがスイングする

ディキシースタイルからウェイブ・フォーメーションへ、チェインダウンザライン

パススルー、ウィールアンドデール、センター＆スイープ1/4

センターズ・パス・ジ・オーシャン

ディキシースタイルからウェイブ・フォーメーションへ

スプリットサーキュレートとガールズラン

左タッチクォーターとサーキュレート

ガールズ・ラン

センターへパスしてスクエア・スルー3

アレマンドレフトとライトアンドレフトグランド

13 14

15 16

17 18

ステップ4 - Courtesy Turn

• 左手を取ったウェイブ・フォーメーションからのCourtesy Turn

• ボーイは内側を向き、ガールの多くは外側を向く

• スタティックスクエア

• 最も慣れ親しんだ

• 向かい合うライン

• 使用頻度が高い

• サーキュレートする

• 速やかにコールする

• 「中央まで戻って」

ヘッズはリードライトを向く

ビアレフトをとり、ガールは横切り走り

Couples Circulate

全員交差走

ベンドザラインしてライトアンドレフトスルー

ディキシースタイルでウェイブ・フォーメーションへ

全員クロスラン

ボーイはサーキュレートする

ガール トレイド＆ガールズラン

Couples Circulate

全員クロスラン

フェリスウィール

センターはスライドして通り抜け、後退
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カウントは何ですか？

ヘッズ・プラマネード ½

パス・ジ・オーシャン・ディ

キシースタイルをウェイブ・

フォーメーションに乗せて

8

4

4-6

図形全体を分析する時

heads square thru 4 ライト

アンドレフトスルー・ステ

ップ・ツー・ア・ウェイブ

ヘッズペア プラマネード 1/2

ヘッズ・パス・ジ・オーシャン

ディキシースタイルでウェイブ・フォーメーショ
ンへ
スプリットサーキュレート

Courtesy Turn

ディキシースタイルでウェイブ・フォーメーショ
ンへ
全員クロスラン

複数の脱出経路を確保
- 裏口から抜け出す、ジャック

複数の侵入経路も用意せよ… まとめると…

• ダンサーが成功する方法を模索する

• 難しいことを常に簡単にしよう

• 目標を持つことで集中力を維持できる

• 型を与えるのではなく、スキルを与えよ

19 20

21 22

23 24

よし、ここだ…

• 目標へのはしごを登り

• 引き際を知っていた

• ダンサーたちに達成感を感じさせる

• もう一度―必ず勝たせるんだ

スプリットサーキュレート 4

Courtesy Turn 4

ディキシースタイルからウェイブ・フォーメー

ションへ

6

全員クロスラン 5-6

スクエア・スルー・スリー 5-6

アレマンドレフト＆プラマネード 20
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25 26

数値は？
- 温度を60度台半ばに上げる

ヘッズスクエア スルースルー 

フォータッチ クォーター

スクートバック＆ロール 

スプリット サーキュレ

ート ズーム

ガールズ・リード

レフト・ウィール

アラウンド・スラ

イドスルー

スイング、   、プラマネード

(10) (コーナーボックス)

(02)

(06)

(04)

(04)

(04)

(04)

(04) (コーナーボックス
)

(04-08 + 16)

課題点は何か？ 多い順に
• Tボーン

• プラス環境におけるチャレンジフォーメーション

• <何でも>とロール
• 多くのダンサーがこのコールに苦労する

• スプリットサーキュレート
• 多くの人が通常のMSコールに苦労しており、T-Boneはそれをさらに悪化させる

• ズーム
• 不明な編隊

• ガールズ・リードレフト
• 不明なフォーメーション

• ウィールアラウンド
• コールの使用頻度が低いため困難


